
  

    業    主    体
都市政策課

【滝沢市主体】

 ひ

計画のビジョン（政

と

策が実現できたときの

に

状態）

生活基盤を整備

や

、維持することにより

さ

、子どもから高齢者ま

し

でが、安全に安心して

く

暮らすことができる、

安

ひとにやさしいま

ちづ

政 全

くりを目指します。ま

・

た、活力あふれるまち

安

を目指し、交流と活力

心

、雇用の拠点づくりを

で

進めます。

政策目標値

活

の達成状況

基準値 上：

力

戦略目標見込値／下：

あ

達成値 目標値 進捗状況

ふ

No 政 策 目 標 指 数
平成

れ

30年度 令和元年度 令

策 る

和2年度 令和3年度 令

ま

和4年度 令和4年度 進

ち

捗率(%)

暮 滝沢市は

 

住みやすい市だと感じ

基

ている人の割合
1 ら 7

本

6 77 79 80 80 -

施

74.1単 位 ％し 7

策

0.6 - - - - 0.0

　

幸 滝沢市に愛着がある

０

人の割合
2 76 77 7

　
１

9 80 80 -74.6

 

単 位 ％福 69.1 -

 

- - - 0.0

 

基本施策が４年

活

間でめざす姿

都市計画

力

、住宅、公園、景観な

あ

ど都市に関する施策の

る

推進により、魅力と活

都

気が満ち安心で充実し

市

た日常生活を送ること

　
づ

が

できる都市づくりを

く

目指します。

基本施策

り

目標の進捗状況分析

平

の

成26年度において、

推

本市の都市計画の基礎

進

部分（都市計画区域変

－

更や都市計画マスター

 

プランなど）を変更し

1

、また平成

29年度に

 

は地域にとって望まし

　

－

い公共交通網の姿を明らかにするマスタープランとして「滝沢市地域公共交通網形成計画」

を策定しました。これらに基づき各施策に取り組んでおりますが、将来的なまちの姿を見据え、今後はさらに土地利用と公

共交通が

０

連携した都市づくりを進める必要があります。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

交通政策推進事務 市民の日常生活に必要とされる公共交通について、維持また

４

は利用促進を推進す

るため、総合計画及び地域公共交通網形成計画など各種計画に基づいた施策を展

開し、交通渋滞の緩和や安全性の向上、排出ガスの削減など環境にもやさしい公

（義務的事業） 共交通機関の活性化を図り

 

ます。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
地域公共交通網形成計画に基づく施策の推進、公共交通利用促進施策の調査・検継続 一般・2款・1項・9目
討の実施、駅前駐輪場の維持管理などに取り組みます。

事



令
令

、

期間内の取り組みと方

熟

針のうち、令和2年度

度

の重点課題

・市役所周

に

辺を対象に都市の中心

応

を担う拠点の形成を図

じ

るため、関係機関との

て

協議及び都市計画法上

関

の手続きを進めます。

係

・交通結節点の環境整

機

備を図るなど公共交通

和

関

の利用促進策を実施し

と

、地域公共交通の維持

の

・確保、交通広場の適

協

正な管理に

向けた取組

議

を推進します。

・良好

及

な住宅環境の形成のた

び

め、空き家対策の調査

調

に取り組みます。

整を

2

進

項    

め

   目 令和2年度 令

ま

和3年度 令和4年度 令

す

和5年度 備     

。

  考
○全体事業期間

・

活 目 市内全駅(滝沢/

度

巣子/大釜/小岩
  

重

平成18年度～令和5

な

年度井)の1日平均乗

る

降人員の合計 5,84

年

豪

7 5,847 5,84

雨

7 5,847
動 単 位 人

等

／日
標

指 定期路線バス

に

が区域内で運行さ
れて

よ

いる自治会数 30 30

る

30 30
標 値 単 位 地区

浸

(全31自治会のうち

水

) ○特定財源
  地域

対

公共交通活性化推進事

策

業投 計 年度別事業費 3

度

に

7,529 18,96

つ

5 3,546 12,0

い

69 2,949
  費

て

補助金【県】(1/2

、

)、地域合
  経営推

内

進費【県】(1/2)

水

資 内 特定財源 6,97

対

0 5,560 850 5

策

60
  画   指 訳 一

も

般財源 30,559 1

～

含

3,405 2,696

め

11,509 2,94

た

9
計

標 額 他団体事業負

安

担額

全対策を検討

令

し実施します。

・本市

和

に相応しい持続可能な

5

公共交通について、市

年

民や関係部署、関係機

和
度

関と連携して検討しま

（

す。

・歩行環境の充実

単

等安全な道路および河

位

川環境の整備を着実に

 

進めるとともに、今あ

 

るストックが安定し持

千

続可能なものと

するた

円

め地域の連携と中長期

）

的視点による事業を展

－

開します。

・持続可能

2

 

な水道事業経営のため

2

、市民との情報共有や

 

共通理解に努めながら

－

、コスト縮減と財源確保に取り組みます。

・安全で強靭な水道を目指し、水源保全や施設の適正な維持管理を行うとともに、老朽施設の更新と耐震化を推進

年

します。

・効率的な汚

政

水処理施設の整備と普

策

及促進、適正な維持管

の

理を行うとともに、経

達

営戦略の見直しや下水

成

道使用料の検証等を

実

（

施し、事業経営の健全

実

化と基盤強化に取り組

現

みます。

基本計画期間

）

内の取り組みと方針の

度

に

うち、令和2年度の重

向

点課題

・中心拠点形成

け

に向けて、土地利用計

た

画に係る関係機関との

基

協議調整及び関連する

本

市道の整備

・小岩井駅

計

駅前広場整備の事業推

画

進

・準用河川仁沢瀬川

期

改修事業の推進及び下

間

水道(雨水)浸水対策

実

内

事業の推進

・行政と市

の

民が協働して事業を実

取

施する体制づくりの推

り

進

・水道事業後期経営

組

計画に基づく施設の更

み

新整備と耐震化の推進

と

・料金徴収等業務の次

方

期包括的委託に向けた

針

検証及び利用者に向け

・

た積極的な情報発信

・

行

交

公共下水道における接

流

続率向上の取組及びア

と

セットマネジメントの

活

実施

基

力

本施策の達成（実現）

、

に向けた基本計画期間

雇

内の取り組みと方針

・

用

市民がふれあい交流す

の

るための拠点や、雇用

拠

や活力を生み出す拠点

計

点

形成の推進のため、市

づ

内の主要拠点間におけ

く

る公共交

通の利便性向

り

上と交通広場施設の適

に

正な管理を図り、活力

向

ある都市づくりを進め

け

ます。

・良好な住宅環

た

境の形成のため、空き

土

家対策を推進します。

地

・公園維持管理につい

画

利

て、住民協働の取組み

用

を推進し適正な維持管

関

理に努めます。滝沢総

連

合公園については、長

事

寿命化計画

に基づき計

務

画的な整備・更新を図

に

ります。

・小岩井駅周

つ

辺整備について関係者

い

と協議を行い、事業を

て

推進します。

基本計画



  

果

。

（義務的事業）

継続

や

区分 会計・款・項・目

効

令和2年度の事業概要

果

今後見込まれる大規模

）

な設備更新（車両更新

交

）に要する経費を基金

通

として計画的継続 一般

広

・2款・1項・9目
に

場

積み立てます。
事  

維

  業    主  

 

持

  体
都市政策課

【他

管

団体事業主体】

ＩＧＲ

理

、いわて銀河鉄道利用

事

促進協議会

業

事   

市

    業     

内

  名 事業の意図やね

全

らい（成果や効果）

Ｊ

駅

Ｒ小岩井駅活性化事業

に

小岩井駅前の整備を通

ひ

お

じ、盛岡西リサーチパ

け

ークや小岩井農場など

る

を含めた小岩

井地域の

交

玄関口として、公共交

通

通機関の利用促進と周

広

辺地域の活性化を図り

場

ます

。

継続区分 会計・

施

款・項・目 令和2年度

設

の事業概要
・駅前広場

の

整備工事　A=1,3

と

適

20㎡継続 一般・2款

正

・1項・9目
・駅前公

な

衆トイレ設計、用地測

管

量　A=80㎡
事  

理

  業    主  

を

  体
都市政策課

【滝

通

沢市主体】

じ、公

に

共交通機関の利用促進

や

と

周辺地域の活性化を

さ

図ります。

継続区分 会

し

計・款・項・目 令和2

く

年度の事業概要
適正利

安

用に係る夜間警備業務

政 全

及び除雪業務などの委

・

託、利用周知に係る駅

安

施設の継続 一般・2款

心

・1項・9目
管理業務

で

従事者との連携を図る

活

など、市内各駅におけ

力

る交通広場施設の適正

あ

な管
事    業  

ふ

  主    体 理に

れ

努めます。

都市政策課

策 る

【協働事業】

鉄道事業

ま

者、地元自治会

ち

事 

 

      業   

基

    名 事業の意図

本

やねらい（成果や効果

施

）

巣子駅複合交通施設

策

管理運営事業 巣子駅複

　

合交通施設の適正な管

０

理を通じ、公共交通機

　
１

関の利用促進と周辺地

 

域の

活性化を図ります

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 令和2年度の事

活

業概要
指定管理者のＩ

力

ＧＲいわて銀河鉄道㈱

あ

と連携し、巣子駅複合

る

交通施設の適正な管継

都

続 一般・2款・1項・

市

9目
理に努めます。

事

　
づ

    業    主

く

    体
都市政策課

り

【協働事業】

ＩＧＲ、

の

地元自治会

推

事   

進

    業     

－

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）

バ

3

ス路線維持対策費補助

 

事業 通学する児童・生

　

－

徒や高齢者などいわゆる交通弱者を中心とした市民の日常生活

において必要不可欠な移動の足となっているバス路線について、事業者独自によ

る運行が困難な路線に対して補助金を交付することにより、路線の維持を図りま

０

す。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の

事

事業概要
地域住民の日

 

常生活にとって欠かす

 

ことにできないバス路

 

線の維持に対し、国や

 

継続 一般・2款・1項

 

・9目
県、沿線市町な

 

どとも連携を図り、住

 

民と協働した利用促進

４

業

を図りながら補助金
事

 

    業    主

 

    体 を支出しま

 

す。

都市政策課

【協働

 

事業】

バス事業者、地

 

域住民

 

事     

 

  業       

名

名 事業の意図やねらい

事

（成果や効果）

いわて

 

業

銀河鉄道経営安定化基

の

金造成負 市が出資する

意

第三セクター鉄道ＩＧ

図

Ｒいわて銀河鉄道株式

や

会社に対し今後見込ま

ね

れる大規模な設備更新

ら

（車両）に要する経費

い

、災害復旧費を支援し

（

健全経営の維
担金 持と

成

鉄路の存続を図ります



令
令

全

年度～令和9年度の単

体

年度決算における黒字

事

達成 1 1 1 1
動 単 位 (

業

1=黒字決算達成)
標

期

指

標 値 単 位

投 計 年度別

間

事業費 18,750 4

活

,687 4,688 4

目

,687 4,688
合

Ｉ

資 内 特定財源
画

指 訳 一

Ｇ

般財源 18,750 4

和

Ｒ

,687 4,688 4

滝

,687 4,688
計

沢

標 額 他団体事業負担額

駅の１

項  

日

     目 令和2年

平

度 令和3年度 令和4年

均

度 令和5年度 備   

乗

    考
○全体事業

2

降

期間活 目 ＪＲ小岩井駅

人

の１日平均乗降人
  

 

平成24年度～令和4

 

年度員 888 888 8

令

88 0
動 単 位 人／日

標

和

指

標 値 単 位 ○特定財源

2

  社会資本整備総合

年

交付金【国投 計 年度別

度

事業費 111,343

～

76,500 4,84

年

令

3 30,000
  】

和

（1/2）、特定防衛

5

施設周合
  辺整備調

年

整交付金【国】、公資

度

内 特定財源 100,6

員

18 68,900 4,

3

718 27,000
 

,

 共事業等債画   指

1

訳 一般財源 10,72

6

5 7,600 125 3

度

2

,000
令和2年度実

3

施令和元年度繰越計 明

,

許費17,320千円

1

標 額 他団体事業負担額

62 3,16

～

2 3,162
動 単 位 人

令

／日
標

指

標 値 単 位 ○特

和

定財源
  交通広場使

5

用料【その他】投 計 年

年

度別事業費 55,51

和
度

5 6,732 16,2

（

61 16,261 16

単

,261
  合
  資

位

内 特定財源 432 10

 

8 108 108 108

 

  画   指 訳 一般財

千

源 55,083 6,6

円

24 16,153 16

）

,153 16,153

－

計
標 額 他団体事業負担

2

 

額

4 

項 

－

      目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 ＩＧＲ巣子駅の１日平均乗降人
  令和2年度～令和5

年

年度員 991 991 991 991
動 単 位 人／日

標
指 施設または駅前広場を活用した

特別行事（イベント）開催回数 11 11 11 11
標 値 単 位 回／年 ○特定財源

  巣子駅複合交通施設使用料【投 計 年度別事業費 12,823

度

3,286 3,179 3,179 3,179
  その他】、公衆電話使用料【合
  その他】、行政財産目的外使資 内 特定財源 7,696 1,924 1,924 1,924 1,924
  用料【その他】、施設使用者画   

実

公共料金相当額【その

項

他】指 訳 一般財源 5,

 

127 1,362 1,

 

255 1,255 1,

 

255
計

標 額 他団体事

 

業負担額

   

項       目

目

令和2年度 令和3年度

行

令

令和4年度 令和5年度

和

備       考
○

2

全体事業期間活 目 定期

年

路線バスが区域内で運

度

行さ
  昭和60年度

令

～令和5年度れている

和

自治会数 30 30 30

3

30
動 単 位 地区(全3

年

1自治会のうち)
標

指

度

標 値 単 位 ○特定財源
 

計

令

 地域バス交通支援事

和

業費補助投 計 年度別事

4

業費 1,117 184

年

311 311 311
 

度

 金【県】(1/2)

令

合
  資 内 特定財源 2

和

38 88 50 50 50

5

  画   指 訳 一般財

年

源 879 96 261 2

度

61 261
計

標 額 他団

画

備

体事業負担額

   

項      

 

 目 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 令和5

 

年度 備       

 

考
○全体事業期間活 目

考

ＩＧＲいわて銀河鉄道

○

株式会社
  平成15



  

果

代調査）新規 一般・8

や

款・4項・1目
・第二

効

次スクリーニング計画

果

作成
事    業  

）

  主    体 （基

地

礎資料整理、現地踏査

籍

、優先度評価）

都市政

調

策課

【滝沢市主体】

査事

事       業 

 

業

      名 事業の

国

意図やねらい（成果や

土

効果）

公園維持管理事

調

業 市民のゆとりある憩

査

いの場の形成を目指し

は

、生活に身近な公園の

、

適切な維持管理

を行う

国

ことにより、利用者に

土

良好で快適な環境を提

の

供し、もって地域活動

ひ

開

の活性

化を図ります。

発

（義務的事業）

継続区

及

分 会計・款・項・目 令

び

和2年度の事業概要
・

保

公園管理嘱託員による

全

公園施設の日常的な点

並

検・修繕の実施継続 一

び

般・8款・4項・4目

に

・老朽化した遊具の修

そ

繕・更新
事    業

と

の

    主    体

利

・植栽の剪定・伐採

都

用

市政策課 ・市民との協

の

働による市内公園の維

高

持・管理

【滝沢市主体

度

】 ・滝沢総合公園修景

化

施設等長寿命化事業の

に

実施

・公園遊具定期点

資

検の実施

す

に

るとともにあわ

せて地

や

籍の明確化を図るため

さ

、国土の実態を科学的

し

かつ総合的に調査する

く

ことを

目的とします。

安

（義務的事業） 着手年

政 全

度：昭和46年度

継続

・

区分 会計・款・項・目

安

令和2年度の事業概要

心

・一筆地調査に関する

で

各種研修継続 一般・2

活

款・5項・3目
・地籍

力

調査の重要性を理解さ

あ

せるための方策の検討

ふ

事    業    

れ

主    体 ・地籍調

策 る

査の促進に向けて委託

ま

の作業工程全面化への

ち

取り組み

河川課

【滝沢

 

市主体】

基

事    

本

   業      

施

 名 事業の意図やねら

策

い（成果や効果）

都市

　

計画総務事務 滝沢市ら

０

しい豊かな自然環境の

　
１

保全及び農地利用との

 

調整を行い、良好な住

 

環境

の形成に努めなが

 

ら都市機能の充実を図

活

り、住・商・工が健全

力

な姿で共存してい

るま

あ

ちの実現を目指します

る

。

（義務的事業）

継続

都

区分 会計・款・項・目

市

令和2年度の事業概要

　
づ

・都市計画決定及び都

く

市計画事業の推進継続

り

一般・8款・4項・1

の

目
・各種協議会等への

推

参加
事    業  

進

  主    体
都市

－

政策課

【滝沢市主体】

 5

事       業

 

       名 事業

　

－

の意図やねらい（成果や効果）

都市計画審議会事務 都市計画決定を行う際は、市町村に置かれた都市計画審議会の議を経る必要があ

ります。審議会委員は、学識者（大学教授）や市議会議員、農業委員、民間など

から選ばれ

０

ており、市民の代表として案の審議をしてい

事

ただき、市民の意思を

 

反

（義務的事業） 映さ

 

せることができます。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和2年度の事業

 

概要
滝沢市都市計画審

 

議会の開催継続 一般・

 

8款・4項・1目

事 

４

業

   業    主 

 

   体
都市政策課

【

 

滝沢市主体】

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

宅地耐震化推進事業 大

名

規模盛土造成地の変動

事

予測調査を実施し、大

 

業

規模盛土造成地マップ

の

を作成、公

表すること

意

により、市民の防災意

図

識の向上を図り、市の

や

安全、安心なまちづく

ね

り

を目指します。

継続

ら

区分 会計・款・項・目

い

令和2年度の事業概要

（

・大規模盛土造成地マ

成

ップの高度化（造成年



令
令

全

>計
標 額 他団体事業負

体

担額

事業

項

期

       目 令和

間

2年度 令和3年度 令和

活

4年度 令和5年度 備 

目

      考
○全体

地

事業期間活 目 遊具の更

籍

新基数（平成29年度

和

調

新
  令和2年度～令

査

和5年度規目標値） 3

事

3 3 3
動 単 位 基

標
指

標

業

値 単 位 ○特定財源
  

実

特定防衛施設周辺整備

施

調整交投 計 年度別事業

面

費 172,628 43

積

,157 43,157

 

43,157 43,1

 

57
  付金【国】、

2

昭

社会資本整備総合
  

和

合交付金【国】(1/

4

2)、公園資 内 特定財

6

源 96,600 24,

年

150 24,150 2

度

4,150 24,15

～

0
  等使用料【その

令

他】画   指 訳 一般財

和

源 76,028 19,

1

007 19,007 1

年

1

9,007 19,00

年

7
<統合事業>「滝沢

度

総合公園修景計 施設長

2

寿命化事業」を統合標

2

額 他団体事業負担額

2 2
動 単 位

度

k㎡
標

指

標 値 単 位 ○特

～

定財源
  地籍調査補

令

助金【県】（3/4投

和

計 年度別事業費 70,

5

412 17,603 1

年

7,603 17,60

和
度

3 17,603
  ）

（

合
  資 内 特定財源 4

単

9,720 12,43

位

0 12,430 12,

 

430 12,430
 

 

 画   指 訳 一般財源

千

20,692 5,17

円

3 5,173 5,17

）

3 5,173
<都市政

－

策課から事務移管>計

2

 

標 額 他団体事業負担額

6 －

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 年度末市街化区域内人口（平成
  

年

令和2年度～令和5年度29年度新規活動指標） 32,239 32,239 32,239 32,239
動 単 位 人

標
指

標 値 単 位 ○特定財源
  開発行為規制事務委託金、建投 計 年度別事業費 25,197 1,507 20,55

度

0 1,570 1,570
  築確認申請等調査事務委託金合
  、ひとにやさしいまちづくり資 内 特定財源 2,142 714 476 476 476
  条例委任事務委託金【県】ほ画   か指 訳 一般財源 23,055 793 2

実

0,074 1,094

項

1,094
計

標 額 他団

 

体事業負担額

   

項      

 

 目 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 令和5

 

年度 備       

目

考
○全体事業期間活 目

行

令

開催回数
  令和2年

和

度～令和5年度2 2 2

2

2
動 単 位 回

標
指

標 値 単

年

位

投 計 年度別事業費 7

度

28 182 182 18

令

2 182
合

資 内 特定財

和

源
画

指 訳 一般財源 72

3

8 182 182 182

年

182
計

標 額 他団体事

度

業負担額

計

令和4

項       目

年

令和2年度 令和3年度

度

令和4年度 令和5年度

令

備       考
○

和

全体事業期間活 目 大規

5

模盛土造成地マップの

年

公表
  令和2年度～

度

令和5年度1 0 0 0
動

画

備

単 位 件
標

指

標 値 単 位 ○

 

特定財源
  社会資本

 

整備総合交付金【国投

 

計 年度別事業費 3,4

 

54 3,454
  】

 

（1/2）合
  資 内

 

特定財源 1,700 1

 

,700
  画   指

考

訳 一般財源 1,754

○

1,754
<新規事業



  

果

ことを目的とします。

や

継続区分 会計・款・項

効

・目 令和2年度の事業

果

概要
被災者住宅新築・

）

購入に対する補助金を

市

交付します。（令和2

営

年度事業終了）継続 一

住

般・8款・5項・1目

宅

事    業    

管

主    体
都市政策

 

理

課

【滝沢市主体】

運

事

営

       業  

事

     名 事業の意

業

図やねらい（成果や効

市

果）

空き家対策推進事

民

業 空き家等の実態を調

が

査・把握し対策を検討

健

・実施することにより

康

、良好な住環境

の形成

ひ

で

を図ります。

継続区分

文

会計・款・項・目 令和

化

2年度の事業概要
・市

的

内の空家等の実態を把

な

握するため、空き家の

生

現地調査及び所有者意

活

向調査を継続 一般・8

を

款・5項・1目
行うと

営

ともに、空き家の利活

む

用の促進を目的に、空

と

に

き家バンクの運営を開

足

始しま
事    業 

り

   主    体 す

る

。

都市政策課 ・法定協

住

議会の設置について検

宅

討します。

【滝沢市主

を

体】

整備し

に

、これを住宅に困窮す

や

る

低所得者に対して低

さ

廉な家賃で賃貸し、市

し

民の生活の安定と社会

く

福祉の増進に寄

与しま

安

す。

（義務的事業）

継

政 全

続区分 会計・款・項・

・

目 令和2年度の事業概

安

要
公営住宅法及び滝沢

心

市営住宅条例に基づき

で

、市営住宅を管理・運

活

営します。継続 一般・

力

8款・5項・1目

事 

あ

   業    主 

ふ

   体
都市政策課

【

れ

滝沢市主体】

策 る

事  

ま

     業    

ち

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

基

木造住宅耐震化支援事

本

業 地震発生時における

施

住宅の倒壊等による被

策

害の軽減化を図るため

　

、市民の住宅の

耐震化

０

に対する意識を高め、

　
１

地震に強いまちづくり

 

を視野に入れながら市

 

民の生

命、財産の保護

 

を目的とします。

継続

活

区分 会計・款・項・目

力

令和2年度の事業概要

あ

・木造住宅耐震診断の

る

支援継続 一般・8款・

都

5項・1目
・木造住宅

市

耐震改修に対する補助

　
づ

金交付
事    業 

く

   主    体
都

り

市政策課

【滝沢市主体

の

】

推

事       

進

業       名 事

－

業の意図やねらい（成

 

果や効果）

生活再建住

7

宅支援事業 東日本大震

 

災により被災した住宅

　

－

の再建に必要な資金の一部補助を実施すること

により、被災者の早期生活再建を図ります。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
・復興住宅融資の利子の一部を補助します。（令和2年度新規受付終了予定）継続

０

一般・8款・5項・1目
・被災地住宅補修等

事

工事に対する補助金を

 

交付します。(令和2

 

年度終了予定)
事  

 

  業    主  

 

  体 ・被災地宅地復

 

旧工事に対する補助金

 

を交付します。(令和

 

2年終了予定)

都市政

４

業

策課 ・復興住宅新築工

 

事に対する補助金を交

 

付します。(令和2年

 

終了予定)

【滝沢市主

 

体】

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

名

成果や効果）

滝沢市被

事

災者住宅再建支援補助

 

業

事業 東日本大震災にお

の

いて、岩手県内で自宅

意

が全壊（半壊解体を含

図

む。）した被災者

が市

や

内に自ら居住するため

ね

に行う住宅の建設又は

ら

購入に要する経費に対

い

し、補助

金を交付する

（

ことで、被災住宅の早

成

期の生活再建に資する



令
令

全

年度 令和4年度 令和5

体

年度 備       

事

考
○全体事業期間活 目

業

空家等対策計画策定件

期

数（令和
  令和2年

間

度～令和5年度２年度

活

新規目標値） 0 1 0 0

目

動 単 位 件
標

指

標 値 単 位

市

○特定財源
  社会資

営

本整備総合交付金【国

和

住

投 計 年度別事業費 18

宅

,176 9,217 7

入

,423 768 768

居

  】（1/2）合
 

率

 資 内 特定財源 4,5

 

45 4,545
  画

 

  指 訳 一般財源 13

令

,631 4,672 7

和

,423 768 768

2

計
標 額 他団体事業負担

2

年

額

度～令和5年度10

年

0 100 100 100

度

動 単 位 ％
標

指

標 値 単 位

～

○特定財源
  住宅使

令

用料【その他】投 計 年

和

度別事業費 5,188

5

1,297 1,297

年

1,297 1,297

和
度

  住宅土地使用料【

（

その他】合
  資 内 特

単

定財源 5,188 1,

位

297 1,297 1,

 

297 1,297
  

 

画   指 訳 一般財源
計

千

標 額 他団体事業負担額

円）

－

項  

2

 

     目 令和2年

8

度 令和3年度 令和4年

 

度 令和5年度 備   

－

    考
○全体事業期間活 目 木造住宅耐震診断実施済数
  平成28年度～令和2年度7 0 0 0

動 単 位 戸
標

指

標 値 単 位 ○特定財源
  社会資本整備総合交

年

付金【国投 計 年度別事業費 835 835
  】（1/2）、木造住宅耐震診合
  断支援事業補助金【県】（1/資 内 特定財源 619 619
  4）、木造住宅耐震改修支援画   事業補助金【県】（1/4）指 訳 一般財源

度

216 216
計

標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 生活再建住宅支援事

実

業補助金交
  平成2

項

4年度～令和5年度付

 

件数 13 8 8 6
動 単 位

 

件
標

指

標 値 単 位 ○特定

 

財源
  生活再建住宅

 

支援事業補助金投 計 年

 

度別事業費 6,853

 

5,059 830 64

 

0 324
  【県】（

目

10/10）合
  資

行

令

内 特定財源 6,853

和

5,059 830 64

2

0 324
  画   指

年

訳 一般財源
計

標 額 他団

度

体事業負担額

令和3

項      

年

 目 令和2年度 令和3

度

年度 令和4年度 令和5

計

令

年度 備       

和

考
○全体事業期間活 目

4

補助金交付件数
  平

年

成24年度～令和2年

度

度3 0 0 0
動 単 位 件

標

令

指

標 値 単 位 ○特定財源

和

  被災者住宅再建支

5

援事業費補投 計 年度別

年

事業費 3,000 3,

度

000
  助金【県】

画

備

（2/3）合
  資 内

 

特定財源 1,998 1

 

,998
  画   指

 

訳 一般財源 1,002

 

1,002
計

標 額 他団

 

体事業負担額

  考

項      

○

 目 令和2年度 令和3



  

　　０４   ひとに

 

やさしく安全・安心で

ひ

活力あふれるまち
 基

と

本施策　０２   計

に

画的な道路整備と維持

や

管理

基

さ

本施策が４年間でめざ

し

す姿

安心で快適な暮ら

く

しを支える重要な生活

安

基盤である道路につい

政 全

て、将来の少子高齢化

・

や施設の老朽化による

安

補修・更新需要

の増加

心

を見据えて、安全で快

で

適に利用できる道路網

活

の整備と老朽施設の補

力

修・更新を含めた維持

あ

管理を計画的に実施し

ふ

、よ

り安全で安心な道

れ

路環境の整備を目指し

策 る

ます。

基本施策目標の

ま

進捗状況分析

道路新設

ち

改良事業、歩道整備事

 

業、市道改修事業等に

基

より、安全で安心な市

本

道環境の整備を進めて

施

きましたが、依然とし

策

て

道路に関する地域か

　

らの要望は多く寄せら

０

れており、早急に地域

　
１

からの要望に応えてい

 

くためには、更なる効

 

率的な事業の

実施が必

 

要となっています。

活力

事       業 

あ

      名 事業の

る

意図やねらい（成果や

都

効果）

道路台帳補正事

市

業 道路法に基づき市道

　
づ

認定している道路につ

く

いて、道路台帳を作成

り

し毎年更新する

ことに

の

より、市道を適正に管

推

理することを目的とし

進

ます。

（義務的事業）

－

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和2年度の事業

9

概要
毎年度築造・改修

 

・廃止された市道につ

　

－

いて、道路台帳を調製します。継続 一般・8款・2項・1目

事    業    主    体
道路課

【滝沢市

小

主体】

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）

滝沢市

０

 

私道等補助事業 市民生

 

活に密着して利用され

 

ている私道及び作業道

 

の所有者や利用者が事

 

業主体

となり舗装、側

 

溝などの整備や修繕を

 

行おうとする場合、そ

 

の経費の一部を補助

す

 

ることにより私道等の

 

整備を促進し、もって

４

 

生活環境の向上を図り

 

ます。

継続区分 会計・

 

款・項・目 令和2年度

 

の事業概要
私道の舗装

 

・側溝等の整備や維持

 

補修(舗装補修、砂利

 

敷等)に要する費用に

 

対す継続 一般・8款・

 

2項・1目
る補助を行

 

います。
事    業

 

 

    主    体

 

道路課

【他団体事業主

 

体】

個人、自治会

  計

 政策　



令
令

度

年度～令和5年度1 1

別

1 1
動 単 位 箇所

標
指

標

事

値 単 位

投 計 年度別事業

業

費 5,022 1,42

費

2 1,200 1,20

5

0 1,200
合

資 内 特

4

定財源
画

指 訳 一般財源

3

5,022 1,422

,

1,200 1,200

5

1,200
計

標 額 他団

和

4

体事業負担額

8 195,665 1

2

23,870 131,

年

724 92,289
合

度

資 内 特定財源 285,

～

319 129,092

令

46,833 68,6

和

35 40,759
画

指

5

訳 一般財源 258,2

年

29 66,573 77

和
度

,037 63,089

（

51,530
計

標 額 他

単

団体事業負担額

（単位

位

  千円）

 

基本施策の達成（

 

実現）に向けた基本計

千

画期間内の取り組みと

円

方針

2つの施策の達成

）

に向けた取組を継続的

－

に実施します。具体的

2

 

には、効果的な市道整

1

備を推進するため逐次

0

事業計画の見直

しを行

 

うとともに「道路整備

－

計画」の変更を行います。また、道路施設の中長期的な維持修繕の指針となる「道路維持管理

計画」を策定し、施設の機能維持を図り

年

ながら計画的な老朽化対策に取り組みます。

2つの施策名称

・より安全で安心な道路環境の整備

・安全快適な幹線道路網の整備

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和2年度の重点課題

2つの施策の重点課題

・より安

度

全で安心な道路環境の整備　→　市道の老朽化対策として、舗装の更新や橋梁の点検・補修等を着実に進めるとと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もに、市道改修事業の促進により通学路や生

項

活道路の安全性の向上

実

 

を図る必要が

　　　　

 

　　　　　　　　　　

 

　　　　　あります。

 

・安全快適な幹線道路

 

網の整備　　　→　現

 

在実施している道路新

 

設改良事業について、

目

事業の進捗が市民の目

令

に見える形

　　　　　

和

　　　　　　　　　　

行

2

　　　　で事業の促進

年

を図っていく必要があ

度

ります。

令和3

項       目

年

令和2年度 令和3年度

度

令和4年度 令和5年度

令

備       考
○

和

全体事業期間活 目 道路

計

4

台帳調製
  令和2年

年

度～令和5年度1 1 1

度

1
動 単 位 式

標
指

標 値 単

令

位

投 計 年度別事業費 1

和

3,901 4,301

5

3,200 3,200

年

3,200
合

資 内 特定

度

財源
画

指 訳 一般財源 1

備

3,901 4,301

 

3,200 3,200

画

 

3,200
計

標 額 他団

 

体事業負担額

   

項      

 

 目 令和2年度 令和3

考

年度 令和4年度 令和5

投

年度 備       

計

考
○全体事業期間活 目

年

整備箇所数
  令和2



  

（

    業     

成

  名 事業の意図やね

果

らい（成果や効果）

市

や

道改修事業 「道路修繕

効

管理台帳」及び「滝沢

果

市舗装維持管理計画」

）

に登載された規模の大

私

き

な修繕について、年

道

次計画により道路改修

除

を実施することにより

 

雪

、道路交通の安

全確保

事

を図ります。

継続区分

業

会計・款・項・目 令和

費

2年度の事業概要
・側

補

溝改修等の中で規模の

助

大きな工事について、

事

「道路修繕管理台帳」

業

を作成し継続 一般・8

私

款・2項・2目
、台帳

道

に登載されたものの中

ひ

に

から実施路線を選定し

か

年次計画により実施し

か

ます。
事    業 

る

   主    体 ・

防

舗装打替え、オーバー

災

レイ等の舗装修繕工事

及

については「滝沢市舗

び

装維持管理

道路課 計画

被

」に登載されたものの

災

中から実施路線を選定

と

の

し年次計画により実施

軽

します。

【滝沢市主体

減

】

を

事       

図

業       名 事

る

業の意図やねらい（成

た

果や効果）

マイロード

め

支援事業 市道等の維持

平

管理事業について、生

常

活に密着した市道等の

に

時

整備や管理、除雪作業

の

の支援対策を講じ行政

私

と市民との役割分担を

道

図りながら官民協働で

除

各種事業を進

める事で

雪

、地域の道路に関する

を

市民満足の向上を図り

適

ます。

継続区分 会計・

正

款・項・目 令和2年度

に

の事業概要
・協働によ

や

実

る除雪推進事業　市が

施

行う市道等の除雪の補

し

完及び市が除雪しない

て

私継続 一般・8款・2

い

項・2目
道の除雪を市

る

民が中心となって行う

道

団体に対して、除雪機

路

貸与等の支援を行いま

利

事    業    

用

主    体 す。また

さ

者

、貸与除雪機の更新を

等

行います。

道路課 ・地

の

域みちなおし事業　市

除

道等の維持、整備を住

雪

民が中心となって行う

に

団体に対

【協働事業】

係

して、原材料支給、機

る

械貸与等の支援を行い

費

ます。

自治会等

用

し

負担の軽減を図ります

く

。

継続区分 会計・款・

安

項・目 令和2年度の事

政 全

業概要
要綱に該当する

・

私道除雪経費に対する

安

補助を行います。（補

心

助率　1/3）継続 一

で

般・8款・2項・1目

活

事    業    

力

主    体
道路課

【

あ

他団体事業主体】

個人

ふ

、自治会

れ

事    

策 る

   業      

ま

 名 事業の意図やねら

ち

い（成果や効果）

市道

 

等維持管理事業 道路パ

基

トロールを含めた維持

本

管理の方法を体系化し

施

、市道の破損等危険箇

策

所を適

正に修繕するこ

　

とにより、安全な道路

０

交通の確保を目的とし

　
２

ます。

（義務的事業）

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和2年度の事業

 

概要
・道路パトロール

計

を徹底することにより

画

道路の破損箇所を早期

的

に把握し、単価契継続

な

一般・8款・2項・2

道

目
約により年間契約し

路

ている請負業者による

　
整

修繕を実施します。
事

備

    業    主

と

    体 ・住民より

維

寄せられた要望等に対

持

しては、「道路の修繕

管

に関する基本方針」に

理

基

道路課 づき、現地調

－

査を実施し調査結果を

 

住民へ回答するととも

1

に、修繕必要箇所につ

　

1

【滝沢市主体】 いては

 

修繕業者による修繕を

－

実施します。規模の大きな修繕については、道路修

繕管理台帳を作成し、年次計画により実施します。

事       業       名 事業の意図や

０

ねらい（成果や効果）

市道除排雪事業 市道その他市が管理する公道について適切な除雪を

事

実施すること及び地域

 

毎に異

なる除雪課題解

 

決のために地域で取り

 

組むことにより、冬期

 

間における公共交通

を

 

確保し、将来も持続可

４

 

能な除雪体制を構築し

 

、もって市民の生活の

業

安定を図り

（義務的事

 

業） ます。

継続区分 会

 

計・款・項・目 令和2

 

年度の事業概要
・市内

 

を地区に分割し民間委

 

託により市道その他市

 

が管理する公道の除雪

 

を実施継続 一般・8款

 

名

・2項・2目
します。

事

事    業    

業

主    体 ・地域毎

の

に異なる除雪課題解決

意

のため、市民・委託業

図

者・市の三者協働によ

や

る除

道路課 雪体制づく

ね

りを推進します。

【滝

ら

沢市主体】

い

事   



令
令

○

400 80,000 8

全

0,000 80,00

体

0
  路)【国】(5

事

/10、6/10)合

業

  道路整備事業債資

期

内 特定財源 275,0

間

00 60,200 71

活

,600 71,600

目

71,600
  公共

補

施設適正管理推進事業

和

助

債画   指 訳 一般財源

金

34,400 9,20

交

0 8,400 8,40

付

0 8,400
計

標 額 他

件

団体事業負担額

数
  

項     

令

  目 令和2年度 令和

和

3年度 令和4年度 令和

2

2

5年度 備      

年

 考
○全体事業期間活

度

目 小型除雪機の購入
 

～

 令和2年度～令和5

令

年度1 1 1 1
動 単 位 台

和

標
指

標 値 単 位

投 計 年度

5

別事業費 17,280

年

1,845 5,145

度

5,145 5,145

1

合
資 内 特定財源

画
指 訳

年

5

一般財源 17,280

1

1,845 5,145

5

5,145 5,145

1

計
標 額 他団体事業負担

5

額

15
動 単 位

度

件
標

指

標 値 単 位

投 計 年

～

度別事業費 2,000

令

500 500 500 5

和

00
合

資 内 特定財源
画

5

指 訳 一般財源 2,00

年

0 500 500 500

和
度

500
計

標 額 他団体事

（

業負担額

単位 

項       目

 

令和2年度 令和3年度

千

令和4年度 令和5年度

円

備       考
○

）

全体事業期間活 目 要望

－

・苦情件数
  令和2

2

 

年度～令和5年度51

1

5 510 505 500

2

動 単 位 件
標

指 修繕管理

 

台帳登載箇所のうち実

－

施件数 3 3 3 3
標 値 単 位 件 ○特定財源

  公共施設等適正管理推進事業投 計 年度別事業費 490,933 130,933 120,00

年

0 120,000 120,000
  債合
  総合賠償補償保険金【その他資 内 特定財源 108,800 27,200 27,200 27,200 27,200
  】画   指 訳 一般財源 382,133 103,733 92,

度

800 92,800 92,800
計

標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目

実

除雪への満足度
  令和2年度～令和5年度

項

62 62 62 62
動 単

 

位 ％
標

指 地域協働除雪

 

への取組団体
4 4 4 4

 

標 値 単 位 団体 ○特定財

 

源
  社会資本整備総

 

合交付金（道投 計 年度

 

別事業費 770,12

 

3 212,123 18

行

目

6,000 186,0

令

00 186,000
 

和

 路）【国】(2/3

2

)合
  資 内 特定財源

年

38,500 20,5

度

00 6,000 6,0

令

00 6,000
  画

和

  指 訳 一般財源 73

3

1,623 191,6

年

23 180,000 1

計

度

80,000 180,

令

000
計

標 額 他団体事

和

業負担額

4年度

項       目

令

令和2年度 令和3年度

和

令和4年度 令和5年度

5

備       考
○

年

全体事業期間活 目 市道

画

度

改修事業実施箇所数
 

備

 令和2年度～令和5

 

年度5 5 5 5
動 単 位 箇

 

所
標

指 修繕管理台帳登

 

載箇所の修繕進
捗率 5

 

0 52 54 55
標 値 単

 

位 ％ ○特定財源
  社

 

会資本整備総合交付金

 

(道投 計 年度別事業費

考

309,400 69,



  

（

概要
用地測量　一式継

成

続 一般・8款・2項・

果

3目

事    業  

や

  主    体
道路

効

課

【滝沢市主体】

果

事

）

       業  

国

     名 事業の意

道

図やねらい（成果や効

4

果）

向新田線道路改良

 

号

舗装事業 当路線は、市

交

役所やビッグルーフ滝

差

沢北側の主要地方道盛

点

岡環状線から県道盛岡

接

滝沢線へ接続している

続

ことから中心市街地の

部

形成が促進されるよう

整

整備を行いま

す。

継続

備

区分 会計・款・項・目

事

令和2年度の事業概要

ひ

業

・用地測量　一式継続

（

一般・8款・2項・3

第

目
・分筆測量　一式

事

1

    業    主

巣

    体 ・分筆登記

当

　一式

道路課 ・用地補

該

償　一式

【滝沢市主体

3

】

路線

と

は近年の巣子地区の急

に

激な人口及び交通量の

や

増加に伴い、慢性的な

さ

渋

滞が発生しており、

し

歩道が整備されていな

く

いこと、幅員が狭いこ

安

とから大変危険
子線外

政 全

2路線） な路線であり

・

ます。そこで、国道4

安

号の4車線化に合わせ

心

、交差点接続区間の改

で

良

と歩道整備を行い、

活

通行する車両と歩行者

力

の安全を確保します。

あ

継続区分 会計・款・項

ふ

・目 令和2年度の事業

れ

概要
巣子野沢線　舗装

策 る

 L=10m継続 一般

ま

・8款・2項・3目

事

ち

    業    主

 

    体
道路課

【滝

基

沢市主体】

本

事   

施

    業     

策

  名 事業の意図やね

　

らい（成果や効果）

巣

０

子野沢線道路改良舗装

　
２

事業 本路線は、東小学

 

校、第二小学校、第二

 

中学校の通学路となっ

 

ていますが、国道

4号

計

の抜け道として通過す

画

る車両が多く、歩道も

的

一部区間しか整備され

な

ていない

ため、児童生

道

徒をはじめ地域住民の

路

日常生活においても危

　
整

険な状態にあることか

備

ら、歩道整備と道路改

と

良を行い歩行者と通行

維

する車両の安全を確保

持

します。

継続区分 会計

管

・款・項・目 令和2年

理

度の事業概要
・葉の木

－

沢工区　排水工事　L

 

=140ｍ継続 一般・

1

8款・2項・3目
・用

　

3

地補償　一式
事   

 

 業    主   

－

 体
道路課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

畜産試験場柳沢線道路改良舗装事業 本路線は、岩手山

０

演習場へ連絡する路線で自衛隊車両が頻繁に通行していますが

、幅員狭小であり車両の離

事

合に支障が生じている

 

ことから、歩道整備と

 

拡幅改良

を行い安全か

 

つ円滑な道路交通の確

 

保を図ります。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

４

 

和2年度の事業概要
・

 

道路改良舗装工事　L

業

=646ｍ継続 一般・

 

8款・2項・3目
・用

 

地補償　　　　　一式

 

事    業    

 

主    体
道路課

【

 

滝沢市主体】

 

事  

 

     業    

 

名

   名 事業の意図や

事

ねらい（成果や効果）

業

第６湯舟沢線道路改良

の

舗装事業 防災対策とし

意

ての交通分散及び道路

図

交通の利便性向上のた

や

め、団地へのアクセス

ね

道路を複数化します。

ら

継続区分 会計・款・項

い

・目 令和2年度の事業



令
令

○

6/10)合
  道路

全

整備事業債資 内 特定財

体

源 362,686 20

事

1,221 56,46

業

9 56,496 48,

期

500
  画   指 訳

間

一般財源 30,799

活

19,782 3,77

目

2 3,745 3,50

事

0
令和2年度実施継続

和

業

費逓次繰越1計 00,

費

810千円標 額 他団体

に

事業負担額

よる換

項       

算

目 令和2年度 令和3年

延

度 令和4年度 令和5年

長

度 備       考

(

○全体事業期間活 目 事

2

年

業費による換算延長（

度

年度事
  平成25年

事

度～令和5年度業費／

 

総事業費×総延長） 3

 

111 111 111
○

平

全体事業量動 単 位 ｍ  

成

 L=580ｍ標   

2

指 ○全体事業費
  1

1

46,000千円標 値

年

単 位 ○特定財源
  社

年

度

会資本整備総合交付金

～

（道投 計 年度別事業費

令

84,798 798 2

和

8,000 28,00

5

0 28,000
  路

年

）【国】(5.0/1

度

0)合
  道路整備事

業

業債　資 内 特定財源 7

費

4,100 24,70

/

0 24,700 24,

度

総

700
  画   指 訳

事

一般財源 10,698

業

798 3,300 3,

費

300 3,300
計

標

×

額 他団体事業負担額

総延長

項   

)

    目 令和2年度

8

令和3年度 令和4年度

～

2

令和5年度 備    

8

   考
○全体事業期

2

間活 目 事業費による換

8

算延長（年度事
  令

2

和元年度～令和5年度

8

業費/総事業費×総延

○

長） 68 161 241

全

241
○全体事業量動

体

単 位 ｍ   L=800

事

m標   指 ○全体事業

令

業

費
  497,800

量

千円標 値 単 位 ○特定財

動

源
  社会資本整備総

単

合交付金（道投 計 年度

位

別事業費 442,24

m

2 42,242 100

 

,000 150,00

 

0 150,000
  

交

路）【国】（5.0/

差

10)合
  道路整備

和

点

事業債資 内 特定財源 4

接

18,000 38,0

続

00 95,000 14

部

2,500 142,5

市

00
  画   指 訳 一

道

般財源 24,242 4

3

,242 5,000 7

路

,500 7,500
令

線

和2年度実施令和元年

標

度繰越計 明許費11,

5

 

830千円標 額 他団体

 

事業負担額

L＝668ｍ指 ○

年

全体事業費
  530

和
度

,000千円標 値 単 位

（

○特定財源
  社会資

単

本整備総合交付金(道

位

投 計 年度別事業費 71

 

,383 5,983 2

 

1,800 21,80

千

0 21,800
  路

円

)【国】(5.0/1

）

0)合
  道路整備事

－

業債資 内 特定財源 64

2

 

,400 4,700 1

1

9,900 19,90

4

0 19,900
  画

 

  指 訳 一般財源 6,

－

983 1,283 1,900 1,900 1,900
計

標 額 他団体事業負担額

年

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 事業費による換算延長(年度事
  平成22年度～令和6年度業費/総事業費×総延長) 252 278 278 278

度

○全体事業量動 単 位 m   道路改良舗装標   L=1,880ｍ指 ○全体事業費
  1,710,000千円標 値 単 位 ○特定財源
  社会資本整備総合交付金(道投 計 年度別事業費 989,307 229,707 253,2

実

00 253,200 253,200
  路)

項

【国】(5.0/10

 

)合
  道路整備事業

 

債資 内 特定財源 895

 

,041 211,34

 

1 227,900 22

 

7,900 227,9

 

00
  画   指 訳 一

 

般財源 94,266 1

行

目

8,366 25,30

令

0 25,300 25,

和

300
令和2年度実施

2

令和元年度繰越計 明許

年

費2,261千円標 額

度

他団体事業負担額

令和3

項    

年

   目 令和2年度 令

計

度

和3年度 令和4年度 令

令

和5年度 備     

和

  考
○全体事業期間

4

活 目 事業費による換算

年

（年度事業費
  平成

度

25年度～令和5年度

令

／総事業費） 1,05

和

2 287 287 58
○

5

全体事業量動 単 位 ｍ  

年

 L=4,950ｍ標

画

度

  指 ○全体事業費
 

備

 1,040,000

 

千円標 値 単 位 ○特定財

 

源
  防衛施設周辺道

 

路改修事業費投 計 年度

 

別事業費 393,48

 

5 221,003 60

 

,241 60,241

 

52,000
  補助

考

金【国】(7/10,



  

（

林橋を架け替えること

成

で、道路

交通の利便性

果

の向上及び橋梁による

や

越水被害の解消を図り

効

ます。

継続区分 会計・

果

款・項・目 令和2年度

）

の事業概要

調査 一般

事

橋

    業    主

梁

    体
道路課

【滝

維

沢市主体】

 

持補修事業 年々老朽化

ひ

の進む市道橋梁につい

と

て、法令に基づく定期

に

点検の実施により橋梁

や

の

状態を把握します。

さ

また、点検結果に基づ

し

き優先順位を定めて計

く

画的な橋梁補修

を実施

安

することにより、橋梁

政 全

事故の未然防止と橋梁

・

の長寿命化を図ります

安

。

継続区分 会計・款・

心

項・目 令和2年度の事

で

業概要
・橋梁定期点検

活

　42橋継続 一般・8

力

款・2項・4目
・橋梁

あ

補修工事　一式
事  

ふ

  業    主  

れ

  体
道路課

【滝沢市

策 る

主体】

ま

事     

ち

  業       

 

名 事業の意図やねらい

基

（成果や効果）

交通安

本

全施設（施設修繕）整

施

備事業 市道における交

策

通安全施設の整備及び

　

修繕を適正に実施する

０

ことによる交通の安

全

　
２

確保を目的とします。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和2年度の事業

 

概要
区画線設置　　L

計

=5,000ｍ継続 一

画

般・8款・2項・5目

的

事    業    

な

主    体
道路課

【

道

滝沢市主体】

路

事  

　
整

     業    

備

   名 事業の意図や

と

ねらい（成果や効果）

維

県街路事業市町村負担

持

金 滝沢市内の都市計画

管

決定道路のうち県が管

理

理する道路の整備促進

－

を図るため、事

業費の

 

一部を負担し、道路交

1

通の安全確保と交通混

　

5

雑の緩和を図ります。

 

継続区分 会計・款・項

－

・目 令和2年度の事業概要
・岩手県都市計画街路街路事業促進協議会負担金　17千円継続 一般・8款・4項・2目
・都）下鵜飼御庭田線（県道盛岡滝沢線）事業負担金　4,0

０

46千円
事    業    主    体

道路課

【他団体事業主体】

岩手県

事

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）

第

 

４砂込線道路改良舗装

 

事業 当該路線と紫野工

４

 

区2号幹線は、国道4

 

号を挟んで食い違い交

業

差点となっています

。

 

その解消と現道を拡幅

 

整備することにより、

 

安全で円滑な道路交通

 

を確保を図

ります。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 令和2年度の事業概

 

要

調査 一般

事    

 

名

業    主    

事

体
道路課

【滝沢市主体

業

】

の

事       

意

業       名 事

図

業の意図やねらい（成

や

果や効果）

第４風林線

ね

風林橋架替等事業 越前

ら

堰河川改修に合わせて

い

、狭隘となっている風



令
令

○

体事業負担額

全体事

項      

業

 目 令和2年度 令和3

期

年度 令和4年度 令和5

間

年度 備       

活

考
○全体事業期間活 目

目

事業費による換算延長

定

（年度事
  令和元年

和

期

度～令和6年度業費/

点

総事業費×総延長） 0

検

0 0 0
○全体事業量動

橋

単 位 ｍ   道路改良　

梁

L=130ｍ標   橋

数

梁架替　１橋指 ○全体

 

事業費
  269,8

 

00千円標 値 単 位 ○特

令

定財源
  社会資本整

和

備総合交付金（道投 計

2

2

年度別事業費   路）

年

【国】(5.0/10

度

)合
  道路整備事業

～

債資 内 特定財源   画

令

  指 訳 一般財源 <調

和

査事業>計
標 額 他団体

5

事業負担額

年度4

年

2 34 10 5
動 単 位 橋

度

標
指

標 値 単 位 ○特定財

～

源
  社会資本整備総

令

合交付金（道投 計 年度

和

別事業費 80,717

5

20,717 20,0

年

00 20,000 20

和
度

,000
  路）【国

（

】(5.5/10)合

単

  道路整備事業債資

位

内 特定財源 64,14

 

4 17,194 15,

 

650 15,650 1

千

5,650
  画   

円

指 訳 一般財源 16,5

）

73 3,523 4,3

－

50 4,350 4,3

2

 

50
令和2年度実施令

1

和元年度繰越計 明許費

6

8,021千円標 額 他

 

団体事業負担額

－

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備      

年

 考
○全体事業期間活 目 交通安全施設等修繕実施箇所
  令和2年度～令和5年度3 3 3 3

動 単 位 箇所
標

指

標 値 単 位

投 計 年度別事業費 12,000 3,000 3,000 3,000 3,000
合

資 内 特定財源
画

指 訳 一般財源

度

12,000 3,000 3,000 3,000 3,000
令和2年度実施令和元年度繰越計 明許費1,300千円標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2

実

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備  

項

     考
○全体事

 

業期間活 目 工事延長
 

 

 平成30年度～令和

 

5年度0 100 100

 

100
動 単 位 ｍ

標
指

標

 

値 単 位

投 計 年度別事業

 

費 13,120 4,0

 

63 3,019 3,0

行

目

19 3,019
合

資 内

令

特定財源
画

指 訳 一般財

和

源 13,120 4,0

2

63 3,019 3,0

年

19 3,019
計

標 額

度

他団体事業負担額

令和3

項    

年

   目 令和2年度 令

計

度

和3年度 令和4年度 令

令

和5年度 備     

和

  考
○全体事業期間

4

活 目 事業費による換算

年

延長（年度事
  平成

度

25年度～令和6年度

令

業費／総事業費×総延

和

長） 0 0 0 0
○全体事

5

業量動 単 位 ｍ   L=

年

500ｍ標   指 ○全

画

度

体事業費
  142,

備

200千円標 値 単 位 ○

 

特定財源
  社会資本

 

整備総合交付金（道投

 

計 年度別事業費   路

 

）【国】(5.0/1

 

0)合
  道路整備事

 

業債資 内 特定財源   

 

画   指 訳 一般財源 <

考

調査事業>計
標 額 他団



  

策　　　０４   ひ

 

とにやさしく安全・安

ひ

心で活力あふれるまち

と

 基本施策　０３  

に

 河川砂防・雨水排除

や

施設の整備

さ

基本施策が４年間

し

でめざす姿

市内の河川

く

や市街地の雨水排水氾

安

濫による浸水被害を未

政 全

然に防止するため、浸

・

水対策にかかる計画的

安

な整備を行うとともに

心

、河川砂防や土石流・

で

地すべりなどから市民

活

を守るため、これから

力

を所掌する国や県に協

あ

力し必要な整備を推進

ふ

し、適正な

維持に努め

れ

自然災害に強い安全・

策 る

安心なまちづくりを目

ま

指します。 

基本施策

ち

目標の進捗状況分析

・

 

火山砂防や土石流・地

基

すべりなどの土砂災害

本

対策として、これまで

施

、国の直轄砂防事業の

策

要望活動を行うととも

　

に、土砂

災害警戒区域

０

等について、岩手県が

　
２

行う指定に伴う地元調

 

整に協力し対策事業に

 

対する要望活動を行っ

 

ています。

・浸水対策

計

としては、市街化区域

画

については下水道事業

的

（雨水）により順次整

な

備を進めてきており、

道

その他の普通河川につ

路

いては事後保全を主体

　
整

とした浸水対策及び災

備

害対策を進めています

と

。そのほかに、小岩井

維

地区の浸水被害の対策

持

として、準

用河川仁沢

管

瀬川について、国庫補

理

助事業による改修を進

－

めます。

 

事    

1

   業      

　

7

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）

河川

－

維持管理事業 安全で安心な河川環境の形成を目指し、河川機能の維持管理を行なうことで、災

害に強い河川環境

小

の保全を図ります。

（

 

義務的事業）

継続区分

 

会計・款・項・目 令和

０

 

2年度の事業概要
・河

 

川機能の適正な維持管

 

理と河川施設の管理を

 

行います。継続 一般・

 

8款・3項・1目
・地

 

域住民（自治会等）と

 

の協働による、除草等

 

環境保全活動の水平展

 

開と支援
事    業

 

    主    体

４

 

を行います。

河川課

【

 

滝沢市主体】

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

仁沢瀬川外治水対策事

 

業 度重なる越水被害が

 

起きている仁沢瀬川外

 

の治水対策を実施する

 

 

ことで、災害に

強い河

 

川整備を行います。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 令和2年度の事業概

 

要
・用地測量、用地買

 

収、補償業務継続 一般

 

・8款・3項・1目

事

計

    業    主

 

    体
河川課

【滝

政

沢市主体】



令
令

度

決定までの進捗率
  

別

平成25年度～令和2

事

8年度0 0 0 0
○全体

業

事業量動 単 位 %   治

費

水対策延長　L=2.

3

6km標   指 事業進

,

捗率（事業費ベース）

6

○全体事業費14 17

9

20 23
  1,12

5

1,900千円標 値 単

和

,

位 % ○特定財源
  社

7

会資本整備総合交付金

1

【国投 計 年度別事業費

1

396,521 30,

9

521 122,000

4

122,000 122

8

,000
  】（1/

,

3）、公共事業等債合

0

  資 内 特定財源 36

3

4,000 28,00

2

7

0 112,000 11

8

2,000 112,0

8

00
  画   指 訳 一

5

般財源 32,521 2

,

,521 10,000

3

10,000 10,0

0

00
令和2年度実施令

5

和元年度繰越計 明許費

9

12,978千円標 額

3

他団体事業負担額

年

5,305 927,0

度

64
合

資 内 特定財源 2

～

,300,671 58

令

0,356 544,4

和

19 591,946 5

5

83,950
画

指 訳 一

年

般財源 1,395,0

和
度

40 367,681 3

（

40,886 343,

単

359 343,114

位

計
標 額 他団体事業負担

 

額

（単位  千円）

 

基本施策

千

の達成（実現）に向け

円

た基本計画期間内の取

）

り組みと方針

河川や下

－

水道（雨水）整備を継

2

 

続するとともに、将来

1

的な整備方針を定め、

8

限られた財源の中で計

 

画的・効率的な改築工

－

事

及び維持修繕を行うとともに、保全や河川の美化などの地域活動を推進し、これを支援していきます。

また、自然災害から市民の財

年

産を守るため、災害の恐れのある個所を整理し、将来的な整備方針を定め、国や県の直轄事業

の要望と実施にかかる協力を行ってまいります。 　

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和2年度の重点課題

・適正な河

度

川維持管理

・国庫補助事業による準用河川仁沢瀬川の河川改修事業の推進

・電源立地地域対策交付金関連等河川改修・維持管理事業の推進

・火山砂防・土砂災害関連要望活動の推進

・浸水対策の推進

・

項

緊急浚渫推進事業の取

実

 

り組み

   

項       目 令

 

和2年度 令和3年度 令

 

和4年度 令和5年度 備

 

       考
○全

目

体事業期間活 目 河川愛

令

護団体の組織化数
  

和

令和元年度～令和5年

行

2

度7 7 7 7
動 単 位 団体

年

数
標

指 施設管理の実施

度

（水門管理委託
、環境

令

維持業務等） 7 7 7 7

和

標 値 単 位 箇所数 ○特定

3

財源
  県単河川維持

年

修繕業務委託金投 計 年

度

度別事業費 66,23

令

0 17,483 16,

和

249 16,249 1

計

4

6,249
  【県】

年

、河川水門管理委託金

度

合
  【県】、土木施

令

設使用料【そ資 内 特定

和

財源 5,375 1,6

5

28 1,249 1,2

年

49 1,249
  の

度

他】画   指 訳 一般財

備

源 60,855 15,

 

855 15,000 1

画

 

5,000 15,00

 

0
計

標 額 他団体事業負

 

担額

  

項

 

       目 令和

考

2年度 令和3年度 令和

投

4年度 令和5年度 備 

計

      考
○全体

年

事業期間活 目 補助事業



  

い

    主    体

（

河川課

【滝沢市主体】

成果や効果）

電源

 

立地地域対策交付金事

ひ

業 電源立地地域対策交

と

付金を活用し、護岸の

に

侵食崩壊防止対策及び

や

速やかな改修を

行いま

さ

す。

継続区分 会計・款

し

・項・目 令和2年度の

く

事業概要
排水路整備　

安

L=61.0m継続 一

政 全

般・8款・3項・1目

・

事    業    

安

主    体
河川課

【

心

滝沢市主体】

で

事  

活

     業    

力

   名 事業の意図や

あ

ねらい（成果や効果）

ふ

滝沢市河川整備計画事

れ

業 計画的に河川改修・

策 る

維持管理を実施するた

ま

め、市管理河川の整備

ち

・維持管理計画

を策定

 

することにより、安心

基

安全な雨水排除施設の

本

整備維持管理を図りま

施

す。

継続区分 会計・款

策

・項・目 令和2年度の

　

事業概要
・施策検討調

０

査 一般

事    業 

　
３

   主    体
河

 

川課

【滝沢市主体】

  

事       業 

河

      名 事業の

川

意図やねらい（成果や

砂

効果）

（仮称）地域保

防

全計画推進事業 新規土

・

砂災害危険個所を調査

雨

し、保全工事を実施す

　
水

ることで災害から市民

排

を守り

ます。

継続区分

除

会計・款・項・目 令和

施

2年度の事業概要
・現

設

地調査調査 一般

事  

の

  業    主  

整

  体
河川課

【滝沢市

備

主体】

－

事     

 

  業       

　

1

名 事業の意図やねらい

9

（成果や効果）

準用河

 

川仁沢瀬川河川台帳整

－

備事業 河川区域等においては、種々の行為の制限が行われるとともに、河川においては

流水占用その他各種の河川使用が行われているため、河川管理を円滑

０

かつ的確な

遂行を図ります。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
・現地調査調査 一般
・資料収集及

事

び整理
事    業 

 

   主    体
河

 

川課

【滝沢市主体】

  

事       業 

４

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

 

効果）

下水道整備事業

業

（雨水） 都市化の進展

 

による雨水流出量の増

 

加及び最近の局地的な

 

集中豪雨等の雨水対策

 

を目的に、雨水排除施

 

設を整備促進すること

 

により、市民に良好な

 

 

住環境を提供

するとと

名

もに安全な暮らしの確

事

保を図ります。

継続区

業

分 会計・款・項・目 令

の

和2年度の事業概要
・

意

雨水排水路整備継続 ―

図

　大釜地区雨水排水路

や

整備詳細設計　L=5

ね

84m【令和元年度繰

ら

越予算】
事    業



令
令

○

○特定財源
  社会資

全

本整備総合交付金【国

体

投 計 年度別事業費 22

事

3,000 121,0

業

00 51,000 51

期

,000
  】(1/

間

2)、下水道事業債合

活

  資 内 特定財源 22

目

0,000 120,0

事

00 50,000 50

和

業

,000
  画   指

費

訳 一般財源 3,000

に

1,000 1,000

よ

1,000
【公営企業

る

会計】令和2年度実計

換

施令和2年度繰越明許

算

費20,000標 額 他

延

団体事業負担額
千円

長（

2

年度事
  平成19年

年

度～令和4年度業費/

度

総事業費×総延長） 6

～

1 25 25 0
動 単 位 ｍ

令

標
指

標 値 単 位 ○特定財

和

源
  岩手県電源立地

5

地域対策交付投 計 年度

年

別事業費 20,800

和
度

10,800 5,00

（

0 5,000
  金事

単

業【県】、一般事業等

位

債合
  資 内 特定財源

 

18,700 9,90

 

0 4,400 4,40

千

0
  画   指 訳 一般

円

財源 2,100 900

）

600 600
平成29

－

年度市兵衛川完了計 平

2

 

成30年度より巣子川

2

着手標 額 他団体事業負

0

担額
令和4年度事業制

 

度終了

－

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全

年

体事業期間活 目 事業進捗率
  令和2年度～令和3年度0 100 0 0

動 単 位 ％
標

指

標 値 単 位

投 計 年度別事業費 15,000 15,000
合

資 内 特定財源
画

指 訳 一般財源 15,000 15,000
<調査事業>計

標 額 他団体事

度

業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 事業進捗度
  平成30年度～令和5年度0 0 0

実

0
動 単 位 ％

標
指

標 値 単 位

投 計 年度別事業費
合

項

資 内 特定財源
画

指 訳 一

 

般財源 <調査事業>計

 

標 額 他団体事業負担額

   

項  

 

     目 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

行

目

度 令和5年度 備   

令

    考
○全体事業

和

期間活 目 準用河川仁沢

2

瀬川　延長L=6.1

年

2
  令和4年度～令

度

和4年度Km 0 0 6.

令

12 0
動 単 位 km

標
指

和

標 値 単 位

投 計 年度別事

3

業費 15,000 15

年

,000
合

資 内 特定財

計

度

源
画

指 訳 一般財源 15

令

,000 15,000

和

<調査事業>計
標 額 他

4

団体事業負担額

年度 令

項     

和

  目 令和2年度 令和

5

3年度 令和4年度 令和

年

5年度 備      

画

度

 考
○全体事業期間活

備

目 雨水排水施設整備面

 

積
  昭和53年度～

 

令和17年度264 2

 

66 268 270
○全

 

体事業量動 単 位 ha（

 

累計）   2,010

 

ha標   指 ○全体事

 

業費
  20,316

考

,000千円標 値 単 位



  

政策　　　０４   

 

ひとにやさしく安全・

ひ

安心で活力あふれるま

と

ち
 基本施策　０４ 

に

  持続可能な水道経

や

営

基本

さ

施策が４年間でめざす

し

姿

水道は、市民の日常

く

生活における重要なラ

安

イフラインであり、安

政 全

全な水道水を持続して

・

供給できる健全な水道

安

事業の経営を

目指しま

心

す。

基本施策目標の進

で

捗状況分析

基本施策で

活

ある持続可能な水道経

力

営の実現に向け、滝沢

あ

市水道ビジョンの施策

ふ

方針に従い、概ね順調

れ

に各施策が進められて

策 る

います。

ま

事    

ち

   業      

 

 名 事業の意図やねら

基

い（成果や効果）

水道

本

事業経営 安全でおいし

施

い水の提供を継続する

策

持続可能な水道経営を

　

目指し、滝沢市水道事

０

業ビジョン及び後期経

　
３

営計画に基づき、事業

 

の効率化と財源確保を

 

行い健全な経

営に努め

 

ます。

（義務的事業）

河

継続区分 会計・款・項

川

・目 令和2年度の事業

砂

概要
・料金徴収業務委

防

託内容の継続評価と次

・

期委託業務の検討継続

雨

―
・水道事業の広報周

　
水

知活動の充実
事   

排

 業    主   

除

 体 ・適正な水道料金

施

と財政収支の検証

水道

設

総務課 ・職員の計画的

の

な専門研修受講による

整

能力向上と技術継承

【

備

滝沢市主体】 ・広域連

－

携による共同化の検討

 

小      

　

2

          

1

          

 

   計

－

小 

０

          

４

          

 

        計

 



令
令

度別事業費 736,5

和

51 58,804 27

2

9,249 209,2

年

49 189,249
合

度

資 内 特定財源 608,

～

075 39,528 2

令

37,649 167,

和

649 163,249

5

画
指 訳 一般財源 128

年

,476 19,276

和
度

41,600 41,6

（

00 26,000
計

標

単

額 他団体事業負担額

（

位

単位  千円）

 

基本施策の達

 

成（実現）に向けた基

千

本計画期間内の取り組

円

みと方針

持続可能な水

）

道経営を実現するため

－

の運営指針となる後期

2

 

経営計画（令和元年度

2

～４年度）に基づき、

2

施策目標の達成に向

け

 

事業を展開していきま

－

す。

・納付方法の多様化による顧客サービス向上、体験型啓発活動等による広聴広報の充実に努めます。

・次期委託の内容を充実させ

年

るため、委託業務評価を実施します。

・計画的な内部研修や外部研修への参加、適正な人事配置により、人材育成と組織力の強化を図ります。

・盛岡広域ブロック検討会等において、広域連携の事業体間での情報交換体制を

度

維持し、水道の基盤強化に取り組みます。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和2年度の重点課題

・納付方法の多様化・口座振替の推進による顧客サービスの向上に取り組みます。

・子供向け

項

水道啓発活動や市民等

実

 

を対象とする体験型啓

 

発活動に取り組みます

 

。

・各施策を達成する

 

ために、人材育成と技

 

術が継承されるように

 

、職員の適正配置によ

 

る組織力の強化を図り

目

ます。

・広域連携につ

令

いて、盛岡広域ブロッ

和

ク検討会に参加し情報

行

2

共有を図ります。

年度 令

項    

和

   目 令和2年度 令

3

和3年度 令和4年度 令

年

和5年度 備     

度

  考
○全体事業期間

令

活 目 経営資本営業利益

和

率
  平成17年度～

計

4

令和5年度1 1 1 1
動

年

単 位 ％
標

指

標 値 単 位

投

度

計 年度別事業費
合

資 内

令

特定財源
画

指 訳 一般財

和

源 【公営企業会計】計

5

<ゼロ予算事業>標 額

年

他団体事業負担額

度 備 

項     

画

 

  目 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 令和

 

5年度 備      

 

 考

投 計 年度別事業費

 

合
資 内 特定財源

画
指 訳

 

一般財源
計

標 額 他団体

考

事業負担額

投 計 年



  

浄

  主    体
水道

水

整備課

【滝沢市主体】

場等

事       業

の

       名 事業

基

の意図やねらい（成果

幹

や効果）

基幹水道施設

水

整備事業 柳沢大湧口水

道

源を含めた柳沢地区の

施

水源活用の基本計画に

 

設

基づき、早期有効活用

や

に向けた事業に着手し

配

、安全でおいしい水の

水

安定供給を図ります。

管

また、柳沢高

区配水池

等

増設計画に着手し、配

の

水池貯留能力の向上を

老

図ります。

（義務的事

朽

業）

継続区分 会計・款

化

・項・目 令和2年度の

ひ

が

事業概要
・柳沢高区配

進

水池増設実施設計　一

行

式継続 ―
・柳沢取水ポ

す

ンプ場発電機実施設計

る

　一式
事    業 

な

   主    体
水

か

道整備課

【滝沢市主体

で

】

、岩

と

手山麓の恵まれ

た水源

に

を活用し、市民が必要

や

とする安全な水をいつ

さ

でも、いつまでも提供

し

するため、安全で強靭

く

な水道の持続を目指し

安

ます

。

基本施策目標の

政 全

進捗状況分析

基本施策

・

目標値である「滝沢市

安

の水道水がおいしいと

心

感じている人の割合」

で

は、基準値である平成

活

30年度の75.5％

力

を引き続

き達成に向け

あ

、水質管理体制の堅持

ふ

や水道広報紙などによ

れ

る広報活動を推進して

策 る

いきます。

「漏水率」

ま

は全国平均に比べ低い

ち

ほうですが、平成20

 

年度末の4.0％をピ

基

ークに増加傾向にある

本

ことから、平成28年

施

度から

大規模な漏水調

策

査と修繕を進めており

　

ます。しかしながら、

０

漏水は繰り返されると

　
５

いう性質があることか

 

ら、引き続き水資

源の

 

有効利用とコストの縮

 

減を目指し、費用対効

安

果を勘案しながら漏水

全

対策を講じることが必

で

要です。

強

事    

靭

   業      

な

 名 事業の意図やねら

　
水

い（成果や効果）

配水

道

管整備事業 老朽配水管

の

の更新による有効率の

持

向上及び配水管の耐震

続

化により災害に強い水

－

道

の構築を目指します

 

。給水区域内の未普及

2

地区の配水管整備によ

3

り普及率の向上

を図り

 

ます。

（義務的事業）

　

－

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
老朽管更新　　　　　φ200～100　Ｌ＝4,090ｍ継続 ―
配水管移設　　　　　　　　　　　一式

事    業    

基

主    体 配水管付

本

属施設整備     

０

施

       　一式

策

水道整備課 実施設計　

が

　　　　　　　　　　

４

　一式

【滝沢市主体】

年間

事       業

で

       名 事業

め

の意図やねらい（成果

ざ

や効果）

漏水対策事業

す

漏水調査、漏水箇所の

４

姿

早期修繕及び漏水多発

水

給配水施設の更新によ

道

る水資源の有

効利用や

事

地下水揚水に伴う電力

業

消費量の削減など、環

の

境にやさしい水道への

開

取組

みと経費削減を図

始

ります。また、流量計

か

室の設置を進め、配水

ら

ブロックの細分化

（義

 

4

務的事業） を行い、配

0

水流量監視体制の強化

年

を図ります。

継続区分

以

会計・款・項・目 令和

上

2年度の事業概要
漏水

が

調査　市内380㎞の

経

水道管路音聴調査　継

過

続 ―
配水量監視用流量

し

計室（地下）の整備　

、

2基
事    業  



令
令

成

0
動 単 位 日

標
指

標 値 単

2

位 ○特定財源
  【そ

7

の他】投 計 年度別事業

年

費 521,000 33

度

,000 300,00

に

0 188,000
  

策

合
  資 内 特定財源 5

定

21,000 33,0

し

00 300,000 1

た

88,000
  画  

和

「

 指 訳 一般財源 【公営

水

企業会計】計
標 額 他団

安

体事業負担額

全計画」に基づ

2

く水源から給水栓

に至

年

る統合的な水質管理の

度

実現と、アセットマネ

～

ジメントに基づく老朽

令

水道施設の整備や更新

和

・耐震化を進めます。

5

維持管

理分野では、漏

年

水調査の実施による漏

和
度

水率の改善や災害対応

（

体制の強化を進めます

単

。また、これらの事業

位

を円滑に継続的に

遂行

 

するため、長期的視点

 

に立って職員の「配置

千

」と「教育」を一体と

円

して計画し、組織・人

）

員体制について適切な

－

形を追

求します。

基本

2

 

計画期間内の取り組み

2

と方針のうち、令和2

4

年度の重点課題

基本施

 

策の達成（実現）のた

－

め、令和元年度から令和4年度までを事業計画とし策定した「水道事業経営計画」に基づき老

朽水道施設更新と配水管路の耐震化を継

年

続的に実施します。

基本

項   

施

    目 令和2年度

策

令和3年度 令和4年度

の

令和5年度 備    

達

   考
○全体事業期

成

間活 目 管路耐震化率（

（

導・送水管を除
  平

度

実

成27年度～令和4年

現

度く） 34.1 35 3

）

5.9 0
動 単 位 ％

標
指

に

管路耐震化率（幹線）

向

26.8 27.2 27

け

.6 0
標 値 単 位 ％ ○特

た

定財源
  【その他】

基

投 計 年度別事業費 77

本

6,000 377,0

計

00 183,000 2

実

画

16,000
  合
 

期

 資 内 特定財源 776

間

,000 377,00

内

0 183,000 21

の

6,000
  画   

取

指 訳 一般財源 【公営企

り

業会計】計
標 額 他団体

組

事業負担額

みと

行

方

項       

針

目 令和2年度 令和3年

い

度 令和4年度 令和5年

つ

度 備       考

で

○全体事業期間活 目 漏

も

水率
  平成27年度

安

～令和4年度7 6.8

全

6.6 0
動 単 位 ％

標
指

に

標 値 単 位 ○特定財源
 

使

 【その他】投 計 年度

計

う

別事業費 51,000

こ

11,000 20,0

と

00 20,000
  

の

合
  資 内 特定財源 5

で

1,000 11,00

き

0 20,000 20,

る

000
  画   指 訳

水

一般財源 【公営企業会

道

計】計
標 額 他団体事業

水

負担額

画

の提供

項       目 令

を

和2年度 令和3年度 令

行

和4年度 令和5年度 備

う

       考
○全

た

体事業期間活 目 配水池

め

貯留能力
  平成27

、

年度～令和4年度0.

平

85 0.85 0.87



  

果

水道課

【滝沢市主体】

や効果）

老朽水道施

 

設更新事業 耐用年数を

ひ

迎え、取水・浄水能力

と

や運転管理・水質管理

に

に支障を及ぼすおそれ

や

の

ある施設・設備等を

さ

順次改良・更新し、水

し

道施設の機能保持を図

く

ります。

（義務的事業

安

）

継続区分 会計・款・

政 全

項・目 令和2年度の事

・

業概要
・金沢取水口仕

安

切弁更新工事　一式継

心

続 ―
・姥屋敷導水ポン

で

プ場ポンプ吐出弁更新

活

工事　一式
事    

力

業    主    

あ

体 ・電気計装設備更新

ふ

工事　一式

水道整備課

れ

【滝沢市主体】

策 る

小        

ま

          

ち

          

 

 計

 政策　　　０４

基

   ひとにやさしく

本

安全・安心で活力あふ

施

れるまち
 基本施策　

策

０６   効率的な汚

　

水処理施設の整備・維

０

持管理

　
５

基本施策が４年間でめ

 

ざす姿

公共下水道と合

 

併処理浄化槽を適切な

 

役割分担で計画的に整

安

備し、それとともに既

全

存施設の老朽化への長

で

期的な対応を計画

する

強

必要があります。また

靭

、汚水処理事業を将来

な

に渡り、安定・持続さ

　
水

せる必要があるため、

道

効果的な資源の投下、

の

採算性

を考慮した経営

持

を実施していきます。

続

基本施策目標の進捗状

－

況分析

・平成30年度

 

末の行政人口に対する

2

下水道供用開始可能人

5

口の割合を表す汚水処

 

理人口普及率は、公共

　

－

下水道で68.1％とな

り、合併処理浄化槽や団地ごとの集合処理施設を併せた整備率は、全体で85.0％となっています。

・平成27年度に移行した公営企業会計は、わずかながらも黒字を計上していますが、財務比率

０

である流動比率が48.2％と依

然として低

事

く、資金力が弱い体質

 

となっています。

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）

滝沢市水洗便所改

 

造資金利子補給事業 合

４

業

併処理浄化槽設置工事

 

に伴う、くみ取り便所

 

から水洗便所への改造

 

資金を金融

機関に融資

 

斡旋し利子を補給する

 

ことにより、合併処理

 

浄化槽の普及を促進し

 

、

生活排水による公共

名

用水域の水質保全とと

事

もに環境衛生の向上を

 

業

図ります。

（義務的事

の

業）

継続区分 会計・款

意

・項・目 令和2年度の

図

事業概要
滝沢市水洗便

や

所改造資金融資斡旋利

ね

子事業（浄化槽）　件

ら

数2件（内新規1件）

い

継続 一般・4款・1項

（

・4目

事    業 

成

   主    体
下



令
令

○全体事業期間活 目 浄

和

水機能の低下による障

2

害や水
  平成27年

年

度～令和4年度質事故

度

数 0 0 0 0
動 単 位 件

標

～

指

標 値 単 位 ○特定財源

令

  【その他】投 計 年

和

度別事業費 147,0

5

00 67,000 34

年

,000 46,000

和
度

  合
  資 内 特定財

（

源 147,000 67

単

,000 34,000

位

46,000
  画  

 

 指 訳 一般財源 【公営

 

企業会計】計
標 額 他団

千

体事業負担額

円）

－

項       目 令

2

 

和2年度 令和3年度 令

2

和4年度 令和5年度 備

6

       考

投 計

 

年度別事業費 1,49

－

5,000 488,000 537,000 470,000
合

資 内 特定財源 1,495,000 488,000 537,000 470,

年

000
画

指 訳 一般財源
計

標 額 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策の達成（実現）に向けた基本計画期間内の取り組みと方針

・既存の公共下水道の適正な維持修繕、長期サイクルでの施設管理を計画し

度

実施していきます。

・合併処理浄化槽設置に係る助成、融資あっせんなどによる汚水処理普及率の向上と下水道施設の効率的利用を図ります。

・費用対効果を重視した整備、不明水対策、供用開始後の確実な使用料の回収な

実

どのコストを意識した取り組みを推進しま

す

項

。

・下水道使用料の定

 

期的な見直しを４年ご

 

とに実施し、経営の安

 

定を図ります。

基本計

 

画期間内の取り組みと

 

方針のうち、令和2年

 

度の重点課題

・事業の

 

諸経費及び工事コスト

行

目

の縮減に継続して取り

令

組みます。

・下水道使

和

用料や受益者負担金等

2

の収納率向上に継続し

年

て取り組みます。

・整

度

備計画の変更や維持管

令

理計画の策定に着手し

和

ます。

3年

計

度

項       目 令

令

和2年度 令和3年度 令

和

和4年度 令和5年度 備

4

       考
○全

年

体事業期間活 目 整備人

度

口
  令和元年度～令

令

和5年度9,787 9

和

,894 10,001

5

10,108
動 単 位 人

年

標
指

標 値 単 位

投 計 年度

画

度

別事業費 173 21 5

備

2 50 50
合

資 内 特定

 

財源
画

指 訳 一般財源 1

 

73 21 52 50 50

 

計
標 額 他団体事業負担

 

額

   考



  

図

  主    体
下水

や

道課

【他団体事業主体

ね

】

岩手県

ら

事    

い

   業      

（

 名 事業の意図やねら

成

い（成果や効果）

下水

果

道維持管理事業 市民の

や

生活基盤である下水道

効

施設の適正な維持管理

 

果

を図るとともに、公共

）

下水道

への早期接続を

滝

促進します。

（義務的

沢

事業）

継続区分 会計・

市

款・項・目 令和2年度

浄

の事業概要
・汚水施設

化

維持管理経費（管渠費

槽

）　　　　　59,4

設

20千円継続 ―
・雨水

置

施設管理経費（雨水処

ひ

整

理費）　　　　　  

備

 500千円
事   

補

 業    主   

助

 体 ・流域下水道維持

事

管理負担金　　　　　

業

　　 209,080

合

千円

下水道課 ・賦課徴

併

収業務等の経費（業務

処

費）　　　　　60,

理

506千円

【滝沢市主

と

浄

体】 ・企業経営に関す

化

る経費（総係費）　　

槽

　　　35,623千

の

円

設置を促進す

に

ることにより、浄化槽

や

設置者に快適で文化的

さ

な生

活環境を提供する

し

とともに、公共用水域

く

の水質保全及び公衆衛

安

生の向上を図りま

す。

政 全

継続区分 会計・款・項

・

・目 令和2年度の事業

安

概要
滝沢市浄化槽設置

心

整備事業補助金交付予

で

定基数　50基継続 一

活

般・4款・1項・4目

力

事    業    

あ

主    体
下水道課

ふ

【滝沢市主体】

れ

事 

策 る

      業   

ま

    名 事業の意図

ち

やねらい（成果や効果

 

）

排水設備確認申請審

基

査事務 排水設備計画工

本

事確認申請書を審査し

施

、完了届による実地検

策

査をすることにより

、

　

誤接続などの不適切な

０

工事を無くし、より快

　
６

適な生活環境を市民に

 

提供します

。

（義務的

 

事業）

継続区分 会計・

 

款・項・目 令和2年度

効

の事業概要
・排水設備

率

新規接続申請及び改造

的

申請の技術的審査継続

な

―
・完了後に実地検査

汚

を実施
事    業 

水

   主    体 ・

　
処

年間予定件数　300

理

件

下水道課

【滝沢市主

施

体】

設

事      

の

 業       名

整

事業の意図やねらい（

備

成果や効果）

下水道整

・

備事業（汚水） 居住環

維

境の改善、公衆衛生の

持

向上及び公共用水域の

　
管

水質保全を目的に公共

理

下水道

の整備を促進す

－

ることにより、快適で

 

文化的な生活環境を市

2

民に提供するととも

に

7

健全な水循環・良好な

 

水環境の保全を図りま

－

す。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
・小岩井北処

０

理分区（整備・舗装復旧）整備面積　0.4ha継続 ―
・巣子第二処理分区（整備・舗装復旧）整備面積　1.9ha

事    業    主    体 ・滝沢駅前処理分区（整備・舗装復旧）整備面

事

積　1.6ha

下水道

４

 

課 ・事業計画等変更業

 

務　一式

【滝沢市主体

 

】

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）

北上川上流

業

流域下水道建設負担金

 

北上川上流流域下水道

 

の建設に要する費用の

 

 

一部を負担することで

 

、安定した汚

水の適正

 

処理を図ります。

（義

 

務的事業）

継続区分 会

 

計・款・項・目 令和2

名

年度の事業概要
北上川

事

上流流域下水道建設負

業

担金（起債償還分）　

の

 34,100千円継

意

続 ―

事    業  



令
令

○

位 ○特定財源
  下水

全

道事業債投 計 年度別事

体

業費 115,519 3

事

4,243 24,98

業

2 28,584 27,

期

710
  受益者負担

間

金【その他】合
  資

活

内 特定財源 115,5

目

19 34,243 24

浄

,982 28,584

和

化

27,710
  画  

槽

 指 訳 一般財源 【公営

設

企業会計】計
標 額 他団

置

体事業負担額

基数
 

項      

 

 目 令和2年度 令和3

平

年度 令和4年度 令和5

成

年度 備       

2

元

考
○全体事業期間活 目

年

水洗化人口
  昭和5

度

3年度～令和5年度3

～

5,563 36,01

令

3 36,445 36,

和

866
動 単 位 人（累計

5

）
標

指 水洗化率
97.

年

2 98.2 99.1 9

度

9.9
標 値 単 位 ％ ○特

5

定財源
  下水道使用

年

0

料【その他】投 計 年度

4

別事業費 1,446,

2

077 365,129

4

355,169 360

1

,888 364,89

4

1
  合
  資 内 特定

2

財源 1,356,48

動

6 346,751 32

単

6,154 343,7

位

09 339,872
 

度

基

 画   指 訳 一般財源

標

89,591 18,3

指

78 29,015 17

標

,179 25,019

値

【公営企業会計】計
標

単

額 他団体事業負担額

位 ○特定

～

財源
  循環型社会形

令

成推進交付金投 計 年度

和

別事業費 74,865

5

19,715 18,4

年

71 18,119 18

和
度

,560
  【国】(

（

5年間総枠で1/3、

単

年合
  度間調整あり

位

)資 内 特定財源 45,

 

423 12,367 1

 

1,078 10,84

千

2 11,136
  浄

円

化槽設置整備県補助金

）

画   【県】（1/3

－

）指 訳 一般財源 29,

2

 

442 7,348 7,

2

393 7,277 7,

8

424
計

標 額 他団体事

 

業負担額

－

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○

年

全体事業期間活 目 水洗化率
  昭和58年度～令和5年度97.2 98.2 99.1 99.9

動 単 位 ％
標

指

標 値 単 位

投 計 年度別事業費
合

資 内 特定財源
画

指 訳 一般財源 <ゼロ予算事業>計
標 額 他団体事業負担額

度

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 整備区域内人口
  昭和53年度～令和5年度36,584 36,685

実

36,786 36,887
○全体事業量動 単

項

位 人（累計）   1,

 

284ha標   指 人

 

口普及率
○全体事業費

 

67 67.3 67.6

 

67.8
  20,9

 

04,000千円標 値

 

単 位 ％ ○特定財源
  

 

社会資本整備総合交付

行

目

金投 計 年度別事業費 5

令

47,000 197,

和

000 100,000

2

100,000 150

年

,000
  【国】1

度

/2、下水道事業債過

令

合
  【その他】、下

和

水道使用料資 内 特定財

3

源 547,000 19

年

7,000 100,0

計

度

00 100,000 1

令

50,000
  画  

和

 指 訳 一般財源 【公営

4

企業会計】、令和２年

年

度計 実施令和元年度繰

度

越明許費20,2標 額

令

他団体事業負担額
23

和

千円

5年

項

画

度

       目 令和

備

2年度 令和3年度 令和

 

4年度 令和5年度 備 

 

      考
○全体

 

事業期間活 目 整備区域

 

内人口
  昭和53年

 

度～令和5年度36,

 

584 36,685 3

 

6,786 36,88

考

7
動 単 位 人

標
指

標 値 単



  

図

4箇所、マンホール蓋

や

交換　N=30箇継続

ね

―
所）

事    業 

ら

   主    体 ・

い

巣子第二処理分区（マ

（

ンホールポンプ改築　

成

N=2箇所）

下水道課

果

・アセットマネジメン

や

ト計画策定業務

【滝沢

効

市主体】

小  

 

果

          

）

          

滝

       計

沢市水洗便所改

ひ

造資金利子補給事業 排

と

水設備工事に係る改造

に

資金を金融機関に融資

や

斡旋し、利子を補給す

さ

ることによ

り、公共下

し

水道への早期の接続を

く

促進し、生活排水によ

安

る公共用水域の水質保

政 全

全

とともに環境衛生の

・

向上を図ります。

（義

安

務的事業）

継続区分 会

心

計・款・項・目 令和2

で

年度の事業概要
・滝沢

活

市水洗便所改造資金融

力

資斡旋利子事業（公共

あ

下水道）　件数21件

ふ

（内新規継続 ―
6件）

れ

事    業    

策 る

主    体
下水道課

ま

【滝沢市主体】

ち

事 

 

      業   

基

    名 事業の意図

本

やねらい（成果や効果

施

）

滝沢市水洗便所設置

策

費補助事業 生活保護法

　

に規定する被保護者等

０

が既設のくみ取り便所

　
６

を水洗便所に改造する

 

経

費に対し補助金を交

 

付することにより、水

 

洗便所の普及を促進し

効

、生活排水によ

る公共

率

用水域の水質保全とと

的

もに環境衛生の向上を

な

図ります。

継続区分 会

汚

計・款・項・目 令和2

水

年度の事業概要
水洗便

　
処

所設置費補助事業　件

理

数１件継続 ―

事   

施

 業    主   

設

 体
下水道課

【滝沢市

の

主体】

整

事     

備

  業       

・

名 事業の意図やねらい

維

（成果や効果）

滝沢市

持

水洗便所改造資金貸付

　
管

事業 生活保護法に規定

理

する被保護者等が既設

－

のくみ取り便所を水洗

 

便所に改造する経

費を

2

貸し付けることにより

9

、水洗便所の普及を促

 

進し、生活排水による

－

公共用水

域の水質保全とともに環境衛生の向上を図ります。

継続区

０

分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
水洗便所改造資金貸付事業　件数1件継続 ―

事    業    主    体
下水道課

【滝沢市主体】

事       業    

事

   名 事業の意図や

４

 

ねらい（成果や効果）

 

下水道改築事業（汚水

 

） 持続可能な下水道事

 

業経営のため改築・更

 

新を要する施設につい

 

て、国のストッ

クマネ

 

ジメント支援制度を活

業

用し計画的に更新する

 

ものです。なお、同制

 

度で実

施する調査・点

 

 

検については不明水対

 

策として活用可能であ

 

り、維持修繕事業と

併

 

せて実施することで、

 

安定した企業経営につ

名

ながります。

継続区分

事

会計・款・項・目 令和

業

2年度の事業概要
・鵜

の

飼西・穴口処理分区（

意

取付管更新　N=16



令
令

○

/2、下水合
  道事

全

業債【その他】、下水

体

道資 内 特定財源 431

事

,650 172,30

業

0 141,500 59

期

,150 58,700

間

  使用料画   指 訳

活

一般財源 【公営企業会

目

計】計
標 額 他団体事業

水

負担額

和

洗化

項

人

       目 令和

口

2年度 令和3年度 令和

 

4年度 令和5年度 備 

 

      考

投 計 年

昭

度別事業費 2,618

和

,250 789,14

5

8 640,920 56

8

7,531 620,6

2

年

51
合

資 内 特定財源 2

度

,498,641 76

～

3,301 604,3

令

57 542,925 5

和

88,058
画

指 訳 一

5

般財源 119,609

年

25,847 36,5

度

63 24,606 32

3

,593
計

標 額 他団体

5

事業負担額

年

,563 36,013

度

36,445 36,8

～

66
動 単 位 人（累計）

令

標
指 水洗化率

97.2

和

98.2 99.1 99

5

.9
標 値 単 位 ％ ○特定

年

財源
  下水道使用料

和
度

【その他】投 計 年度別

（

事業費 806 200 2

単

06 200 200
  

位

合
  資 内 特定財源 4

 

03 100 103 10

 

0 100
  画   指

千

訳 一般財源 403 10

円

0 103 100 100

）

【公営企業会計】計
標

－

額 他団体事業負担額

2

 30

項   

 

    目 令和2年度

－

令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 水洗化人口
  昭和58年度～令和5年度35,563 36

年

,013 36,445 36,866
動 単 位 人（累計）

標
指 水洗化率

97.2 98.2 99.1 99.9
標 値 単 位 ％ ○特定財源

  下水道使用料【その他】投 計 年度別事業費 960 240 240 240 240
  合
  資 内 特

度

定財源 960 240 240 240 240
  画   指 訳 一般財源 【公営企業会計】計

標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令

実

和5年度 備       考
○全体事業期間

項

活 目 水洗化人口
  昭

 

和58年度～令和5年

 

度35,563 36,

 

013 36,445 3

 

6,866
動 単 位 人（

 

累計）
標

指 水洗化率
9

 

7.2 98.2 99.

 

1 99.9
標 値 単 位 ％

行

目

○特定財源
  下水道

令

使用料【その他】投 計

和

年度別事業費 1,20

2

0 300 300 300

年

300
  合
  資 内

度

特定財源 1,200 3

令

00 300 300 30

和

0
  画   指 訳 一般

3

財源 【公営企業会計】

年

計
標 額 他団体事業負担

計

度

額

令和

項 

4

      目 令和2

年

年度 令和3年度 令和4

度

年度 令和5年度 備  

令

     考
○全体事

和

業期間活 目 ストックマ

5

ネジメント計画の改
 

年

 平成30年度～令和

画

度

5年度築箇所数 196

備

137 36 39
動 単 位

 

箇所
標

指

標 値 単 位 ○特

 

定財源
  社会資本整

 

備総合交付金（防投 計

 

年度別事業費 431,

 

650 172,300

 

141,500 59,

 

150 58,700
 

考

 災・安全）【国】1



   ひとにやさしく安政 全・安心で活力あふれ策 るまち
 基本施策　０

　
６   効率的な汚水

　
処理施設の整備・維持

　
管理

－ 31 －

０

 ０４   ひとに

４

やさしく安全・安心で

 

活力あふれるまち



令
令

計 年度別事業費 9,0

和

89,060 2,47

2

9,654 2,466

年

,344 2,313,

度

809 1,829,2

～

53
合

資 内 特定財源 7

令

,187,706 2,

和

000,277 1,9

5

70,258 1,84

年

1,155 1,376

和
度

,016
画

指 訳 一般財

（

源 1,901,354

単

479,377 496

位

,086 472,65

 

4 453,237
計

標

 

額 他団体事業負担額

千円）

－

2

 32 －

年度実

項       目

行

令和2年度 令和3年度

計

令和4年度 令和5年度

画

備       考

投


